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八千代市立郷土博物館

八千代市村上１１７０番地２ (☎484-9011 FAX482-9041) 

平成5年5月15日
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午前9時00分～午後4時30分

月曜日（国民の祝日・休日の場合は直近の翌平日）

年末年始（12月26日から翌年の１月４日まで）

12名（常勤職員5名、非常勤職員7名）

　展示ホール・常設展示室・企画展示室・ラウンジ

　学習室・工作室

管理・研究・収蔵部門

　事務室・学芸員室・研究室・荷解室・収蔵室・図書資料室

「新川流域の自然と人々とのかかわりの変遷」

自然・歴史・考古・民俗などをテーマに行います。

平成28年度利用状況

利 用 者 数 23,097人

講 座 子どもから大人までを対象にした、自然・歴史・文化
に関する観察会や体験講座などを行います。

学 校 対 応 小･中･高等学校の要請を受け、出前講座や体験学習な

どを行います。また、大学の学芸員資格取得の実習受

け入れや、大学の博物館学などの授業における施設見

学も受け入れています。

高齢者対応 関係施設や団体等に対しては、お申し出により学芸職

員の展示説明を行います。

※バリアフリー・貸出用車椅子・車椅子用トイレ完備

企画展に関連したテーマや、八千代の自然・歴史・文
化などに関して外部講師・館職員が講演します。

構 造

開 館 時 間

休 館 日

職 員

施 設 内 容 展 示 部 門

学 習 部 門

事 業 内 容 常 設 展 示

企 画 展 示

講 演 会

鉄筋コンクリート造平屋建（一部２階建）

建 築 面 積

「新川流域の自然と人々とのかかわりの変遷」をメインテーマとし、考古･歴史･民俗･産業･

自然などの展示を行う総合的な博物館です。さまざまな講座や企画展の開催を通して、学

校・市民の学習や地域振興の場としての役割を果たしています。

名 称

所 在 地

開設年月日

敷 地 面 積

1.

本 部

本  部  員

八千代台分署
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市
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消
防
長
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1 5 12 13 8 23 62

1  10 3      4 11 29

9 6 4 7 26

6 7 0 7 20

10 4      5 8 27

2 5 47 33 21 56 164

032数定

3.消防本部・消防署車両配置状況

所属別

車　種

普 通 消 防 ポ ン プ 自 動 車 1 1 1   1 4

11車動自プンポ防消通普用常非

水 槽 付 消 防 ポ ン プ 自 動 車 1 1 1 1 4

11車動自プンポ防消学化

211車動自防消付ごしは

11車槽水付プンポ力動型小

11車作工助救

救 急 車 3 1 1 1 1 7

211車揮指

11車査調因原

11車報広

211車送搬材機資

11車送輸員隊

33車絡連務事

11車用乗

233335117計合

平成29年4月1日現在

合

計

消
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4.火災・救急・救助状況

△ 149,487215,213）円千（

増　減
　区　　分

林 野 (a)

焼 損 面 積

罹 災 世 帯 数

焼 損 棟 数

⑴　火災発生状況

年
27 28
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そ の 外

計
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32 19  △ 13

18 8 △ 10
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4 6 2
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（㎡） 表 面 積 10 13 3

0 0 0

213,628 65,709 △ 147,919

1,585 17 △ 1,568

65,726

区
分

　 　
年

⑵
　

原
因

別
火

災
件
数

た ば こ

こ ん ろ

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

電 気 機 器

電 気 装 置

電 灯 ･ 電 話 等 配 線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

焼 却 炉

ス ト 丨 ブ

こ た つ

ボ イ ラ 丨

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

火 入 れ

放 火

放 火 の 疑 い

そ の 他

不 明 ・ 調 査 中

計

マ チ ・ ラ イ タ 丨

た き 火

溶 接 機 ・ 切 断 機

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

運 動 競 技

一 般 負 傷

4
1

4
1

 
 

1
1

1
2

1
1

3
7

8
2

2
7

⑶
　

救
急

活
動

状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害

計
　

区
　

分

加 害

自 損 行 為

急 病

そ の 他

員
人

送
搬

⑷
　

救
助

活
動
状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火
 
 
 
災

交
通
事
故

水
難

事
故

機
 
械

 
に

よ
る

事
故

建
物

等
に

よ
る

事
故

風
水

害
等

自
然

災
害

そ
の
他
の

事
 
 
 
 
故

合
 
 
計

　
区

　
分

出
場

件
数

0
1
4

3
3
1

6
3
0

 
5
5

1
0
4

救
助

人
員

0
0

2
0

 

1

4
0

6
4

8
4

5
,
6
7
2

1
,
1
7
8

8
,
9
6
4

7
,
9
9
8

9
5
7

6
1
3

5

出
場

件
数

2
3

0
6
3
6

4
7

4
5

1
,
2
0
8

4
6

4
5

1
,
1
0
0

5
6

5
9

5
,
1
1
0

7 7
0

2
7

3
8

 
3

1
6

1
 

 
 

 
 

3
7

7
5

5
0

2
4

－ 228 －

4.火災・救急・救助状況

△ 149,487215,213）円千（

増　減
　区　　分

林 野 (a)

焼 損 面 積

罹 災 世 帯 数

焼 損 棟 数

⑴　火災発生状況

年
27 28

火 災 件 数

建 物

そ の 外

計

計

罹 災 者 数

死 傷 者 数
死 亡

負 傷

損 害 見 積 額
建 物

そ の 外

32 19  △ 13

18 8 △ 10

50 27    △ 23

35 27 △ 8

24 23 △ 1

68 46 △ 22

3 0 △ 3

4 6 2

建  　物 床 面 積 719 451 △ 268

（㎡） 表 面 積 10 13 3

0 0 0

213,628 65,709 △ 147,919

1,585 17 △ 1,568

65,726

区
分

　 　
年

⑵
　

原
因

別
火

災
件
数

た ば こ

こ ん ろ

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

電 気 機 器

電 気 装 置

電 灯 ･ 電 話 等 配 線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

焼 却 炉

ス ト 丨 ブ

こ た つ

ボ イ ラ 丨

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

火 入 れ

放 火

放 火 の 疑 い

そ の 他

不 明 ・ 調 査 中

計

マ チ ・ ラ イ タ 丨

た き 火

溶 接 機 ・ 切 断 機

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

運 動 競 技

一 般 負 傷

4
1

4
1

 
 

1
1

1
2

1
1

3
7

8
2

2
7

⑶
　

救
急

活
動

状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害

計
　

区
　

分

加 害

自 損 行 為

急 病

そ の 他

員
人

送
搬

⑷
　

救
助

活
動
状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火
 
 
 
災

交
通
事
故

水
難

事
故

機
 
械

 
に

よ
る

事
故

建
物

等
に

よ
る

事
故

風
水

害
等

自
然

災
害

そ
の
他
の

事
 
 
 
 
故

合
 
 
計

　
区

　
分

出
場

件
数

0
1
4

3
3
1

6
3
0

 
5
5

1
0
4

救
助

人
員

0
0

2
0

 

1

4
0

6
4

8
4

5
,
6
7
2

1
,
1
7
8

8
,
9
6
4

7
,
9
9
8

9
5
7

6
1
3

5

出
場

件
数

2
3

0
6
3
6

4
7

4
5

1
,
2
0
8

4
6

4
5

1
,
1
0
0

5
6

5
9

5
,
1
1
0

7 7
0

2
7

3
8

 
3

1
6

1
 

 
 

 
 

3
7

7
5

5
0

2
4

－ 228 －



4.火災・救急・救助状況

△ 149,487215,213）円千（

増　減
　区　　分

林 野 (a)

焼 損 面 積

罹 災 世 帯 数

焼 損 棟 数

⑴　火災発生状況

年
27 28

火 災 件 数

建 物

そ の 外

計

計

罹 災 者 数

死 傷 者 数
死 亡

負 傷

損 害 見 積 額
建 物

そ の 外

32 19  △ 13

18 8 △ 10

50 27    △ 23

35 27 △ 8

24 23 △ 1

68 46 △ 22

3 0 △ 3

4 6 2

建  　物 床 面 積 719 451 △ 268

（㎡） 表 面 積 10 13 3

0 0 0

213,628 65,709 △ 147,919

1,585 17 △ 1,568

65,726

区
分

　 　
年

⑵
　

原
因

別
火

災
件
数

た ば こ

こ ん ろ

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

電 気 機 器

電 気 装 置

電 灯 ･ 電 話 等 配 線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

焼 却 炉

ス ト 丨 ブ

こ た つ

ボ イ ラ 丨

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

火 入 れ

放 火

放 火 の 疑 い

そ の 他

不 明 ・ 調 査 中

計

マ チ ・ ラ イ タ 丨

た き 火

溶 接 機 ・ 切 断 機

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

運 動 競 技

一 般 負 傷

4
1

4
1

 
 

1
1

1
2

1
1

3
7

8
2

2
7

⑶
　

救
急

活
動

状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害

計
　

区
　

分

加 害

自 損 行 為

急 病

そ の 他

員
人

送
搬

⑷
　

救
助

活
動
状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火
 
 
 
災

交
通
事
故

水
難

事
故

機
 
械

 
に

よ
る

事
故

建
物

等
に

よ
る

事
故

風
水

害
等

自
然

災
害

そ
の
他
の

事
 
 
 
 
故

合
 
 
計

　
区

　
分

出
場

件
数

0
1
4

3
3
1

6
3
0

 
5
5

1
0
4

救
助

人
員

0
0

2
0

 

1

4
0

6
4

8
4

5
,
6
7
2

1
,
1
7
8

8
,
9
6
4

7
,
9
9
8

9
5
7

6
1
3

5

出
場

件
数

2
3

0
6
3
6

4
7

4
5

1
,
2
0
8

4
6

4
5

1
,
1
0
0

5
6

5
9

5
,
1
1
0

7 7
0

2
7

3
8

 
3

1
6

1
 

 
 

 
 

3
7

7
5

5
0

2
4

－
2
2
9
－

4.火災・救急・救助状況

△ 149,487215,213）円千（

増　減
　区　　分

林 野 (a)

焼 損 面 積

罹 災 世 帯 数

焼 損 棟 数

⑴　火災発生状況

年
27 28

火 災 件 数

建 物

そ の 外

計

計

罹 災 者 数

死 傷 者 数
死 亡

負 傷

損 害 見 積 額
建 物

そ の 外

32 19  △ 13

18 8 △ 10

50 27    △ 23

35 27 △ 8

24 23 △ 1

68 46 △ 22

3 0 △ 3

4 6 2

建  　物 床 面 積 719 451 △ 268

（㎡） 表 面 積 10 13 3

0 0 0

213,628 65,709 △ 147,919

1,585 17 △ 1,568

65,726

区
分

　 　
年

⑵
　

原
因

別
火

災
件
数

た ば こ

こ ん ろ

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

電 気 機 器

電 気 装 置

電 灯 ･ 電 話 等 配 線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

焼 却 炉

ス ト 丨 ブ

こ た つ

ボ イ ラ 丨

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

火 入 れ

放 火

放 火 の 疑 い

そ の 他

不 明 ・ 調 査 中

計

マ チ ・ ラ イ タ 丨

た き 火

溶 接 機 ・ 切 断 機

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

運 動 競 技

一 般 負 傷

4
1

4
1

 
 

1
1

1
2

1
1

3
7

8
2

2
7

⑶
　

救
急

活
動

状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火 災

自 然 災 害

水 難

交 通

労 働 災 害

計
　

区
　

分

加 害

自 損 行 為

急 病

そ の 他

員
人

送
搬

⑷
　

救
助

活
動
状
況

平
成
2
8
年

　
　

　
　

　
事

故
　

　
　

　
　

種
別

火
 
 
 
災

交
通
事
故

水
難

事
故

機
 
械

 
に

よ
る

事
故

建
物

等
に

よ
る

事
故

風
水

害
等

自
然

災
害

そ
の
他
の

事
 
 
 
 
故

合
 
 
計

　
区

　
分

出
場

件
数

0
1
4

3
3
1

6
3
0

 
5
5

1
0
4

救
助

人
員

0
0

2
0

 

1

4
0

6
4

8
4

5
,
6
7
2

1
,
1
7
8

8
,
9
6
4

7
,
9
9
8

9
5
7

6
1
3

5

出
場

件
数

2
3

0
6
3
6

4
7

4
5

1
,
2
0
8

4
6

4
5

1
,
1
0
0

5
6

5
9

5
,
1
1
0

7 7
0

2
7

3
8

 
3

1
6

1
 

 
 

 
 

3
7

7
5

5
0

2
4

－
2
2
9
－



5. 予　防　業　務

避 難 訓 練 通 報 訓 練 消 火 訓 練

757件 736回 599回 684回

平成28年度

件 数

99

9

25

2

1

1

1

2

149

1

15

46

19

115

1

1

1

5

493

防火映画会等

53回

粉 末 消 火 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

動 力 消 防 ポ ン プ 設 備

種　　　　　　　　　　　　類

消 火 設 備

⑴　消防訓練受理件数

⑵　消防用設備等設置届受理件数

分区

消 火 器

屋 内 消 火 栓 設 備

計

非 常 警 報 設 備

避 難 器 具

誘 導 灯

消 防 用 水

排 煙 設 備

連 結 散 水 設 備

連 結 送 水 管

非 常 コ ン セ ン ト 設 備

警 報 設 備

平成28年度

避 難 設 備

消 防 用 水

消 火 活 動 上 必 要 な 施 設

訓 練 等 の 種 別
届出件数

無 線 通 信 補 助 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

漏 電 火 災 警 報 器

消防機関へ通報する火災報知設備

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

水 噴 霧 消 火 設 備

泡 消 火 設 備

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備

6. 消　防　団

域区

八千代市全域

第１分団から第５分団までの区域

大和田、萱田町及び村上の一部

萱田及びゆりのき台

大和田新田、緑が丘及び萱田町の一部

八千代台東、八千代台南、八千代台北及び八千代台西

高津、高津東及び八千代台北の一部

第６分団から第９分団までの区域

桑納、麦丸、島田及び大和田新田の一部

吉橋及び尾崎

桑橋、島田台、小池、真木野、神久保及び大学町

平戸、佐山及び大学町の一部

第１０分団から第１３分団までの区域

米本、上高野及び下高野

村上及び村上南の一部

下市場、勝田台北、勝田台、勝田台南、村上南、勝
田、上高野の一部及び村上の一部

保品、神野、堀の内及び米本の一部

⑴　消防団区域

区 分

本 部

第
　
１
　
方
　
面
　
隊

方 面 隊

第 １ 分 団

第 ２ 分 団
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方
　
面
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方 面 隊

第 １ ０ 分 団

第 １ １ 分 団

第 １ ２ 分 団

第 １ ３ 分 団
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1.

⑴　水道事業の沿革

しかし、近年における給水量の鈍化や、北千葉広域水道企業団との受水に関する覚書の変

更等に伴い、平成16年度に給水計画の見直し、平成17年に給水計画及び目標年次を平成26年

度と定め、給水人口199,800人、一日最大給水量72,800立方メートルとする認可変更を行いま

した。また、平成23年度には取水地点変更の認可取得を行い、一日最大給水量を68,900立方

メートルに変更しました。

水 道

本市水道事業の創設は、地下水を水源として昭和40年３月26日に認可を受け、昭和40年度

から昭和42年度まで３か年継続事業として整備を実施し、昭和42年４月１日から中央浄水場

の一部完成に伴い供用を開始しました。

その後、人口急増に合わせ昭和42年度から第１次拡張事業を、昭和46年度から第２次拡張

事業を推進し、八千代台、勝田台、米本、高津の各浄水場を整備してきました。

第１次拡張事業では、千葉県住宅供給公社が昭和31年から経営してきた八千代台地区上水

道を統合すると共に、勝田台団地内に浄水場を新設しました。また、第２次拡張事業では、

昭和45年度に設置した米本地区上水道を統合するとともに、高津団地内に浄水場を新設し、

計画給水人口を100,000人、一日最大給水量を40,000立方メートルとしました。

拡張事業では、千葉県による地下水の採取規制の検討がされ、将来の水需要の増加を考慮

した安定給水対策が急務となり、北千葉広域水道企業団による用水供給事業が発足しまし

た。

この企業団の発足に伴い、昭和48年度から第３次拡張事業に着手し、睦浄水場、村上給水

場、萱田給水場を整備しました。その後、東葉高速鉄道が開通したことにより人口の増加が

予想されたことから、平成９年３月31日に第３次拡張事業の変更認可を得て、目標年次を平

成19年度と定め、給水人口205,100人、一日最大給水量81,800立方メートルとする第３次拡張

変更事業に着手しました。

第３次拡張変更事業の主な内容としては、水道事業経営の効率化を図るため、中央浄水場

の統廃合を目的に、萱田給水場にろ過装置を築造し、平成18年度から萱田浄水場として運用

しています。

また、老朽化した各浄・給水場の改良を計画的に行うこととして、勝田台浄水場施設改良
工事を２か年継続事業で行い、平成20年度に完了、更に西八千代北部地区への給水区域の拡
大等を図るため、睦浄水場施設改良工事を３か年継続事業で行い、平成23年度に完了しまし
た。

本市の水道普及率は99％を超えており、拡張から改良の時代へと移ってきています。現

在、配水管改良事業も進めており、石綿セメント管更新事業では、安定給水を図るため、残

存している石綿セメント管を耐震性等に優れたダクタイル鋳鉄管への布設替えを実施してい

ます。

その他、睦浄水場と村上給水場を結ぶ、睦系村上給水場線送水管の宮内水管橋の老朽化及

び耐震診断の結果を踏まえ、災害時の安定供給を保つため、平成22年度から３か年継続事業

として水管橋の架け替え工事を実施し、平成 2 5年１月に災害時における初期応

急飲料の給水源として、緊急用貯水槽（容量：100立方メートル）を勝田台中央公園整備地内

及び西八千代調理場敷地内に設置しました。また、平成23年度に策定した「八千代市水道

事業第2次長期基本計画」に基づき、平成26年度から2か年継続事業として、米本浄水場施

設改良工事を実施しました。
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